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前回のミニレポート
• 地球の自転の効果が無くなると大気大循環
はどのように変化すると考えられるか？

–前回の授業内容を思い出しましょう

–日射分布は変わらないとする

• 太陽放射は赤道で大きく極で小さい

• 日変化は存在(不思議な世界を考える)

–理由をちゃんと書いてください
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レポート解答例
• そもそも止まり方に注目

–自転が急に停止すると自転とともに動いていた大気

は慣性力で放り出されてしまう

• 大気の循環に関して
–赤道・極の加熱差に注目：

• 赤道で上昇し、極で下降

–昼・夜の加熱差に注目

• 太陽光の当たっている半球のみで上昇気流・下降気流

• その他の影響
–偏西風が消失：梅雨、黄砂、飛行機のフライト時間

–貿易風が無くなるとエルニーニョ・ラニーニャ消える



数値計算の結果
• 大気大循環モデルを用いた計算

• 自転有りの場合・無しの場合

自転有り

緯度

気圧

流線関数：流れの強さと向きをあらわす

緯度

自転無し



• 海の流れはどのように生じるか？

• 参照：地球惑星科学入門２３章、２４章、２５章

今日のテーマ

地球惑星科学入門p231



海水の量・組成

地球惑星科学入門p273

• 海洋の質量

–海洋：10２１kg（大気：10１８kg）

• 海洋の組成



海面水温・海面塩分
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海水の密度
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• 図に描かれている
のは

（密度-1000)kg/m3

• 高塩分で高密度

• 低水温で高密度

（０℃付近以外）

（‰：千分率）



海面の密度分布
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海洋の鉛直構造
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２月 ２月
８月８月 混合層

水温躍層



海水の大循環

• ブロッカーのコンベヤーベルト

• 南極大陸周辺とグリーンランド沖で沈み込む

• 深層の水は再び表面に湧き上がる（湧昇）

地球惑星科学入門口絵20



今日の計算問題

• 深層水の流れのタイムスケールを求めなさい

–深層水の水平方向流速：１ｃｍ/sec



海洋の表層の循環：風成循環
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風成循環の成因：海面高度差の形成

エクマン吹送流

エクマン層内
で平均すると
風に対して
直角右方向
（北半球）
への輸送

地学図表P.177

海水の輸送

海水の輸送



風成循環の成因：地衡流
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回転効果の緯度変化が無い場合（回転平面上の場合）

回転効果の緯度変化が有る場合（回転球面上の場合）
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日本付近の海流

地学図表P.176


